
会
議
は
橋
本
副
委
員
長
の
開
会

の
挨
拶
と
司
会
で
始
ま
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
太
田
委
員
長
は
以

下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

○
委
員
長
の
挨
拶

①
０
７
年
春
闘
は
、
格
差
是
正
が

焦
点
。
極
め
て
小
さ
な
も
の
で
は

あ
っ
た
が
、
意
識
性
は
見
ら
れ
た

し
、
と
っ
か
か
り
は
作
れ
た
の
で

は
な
い
か
。

②
格
差
の
元
凶
に
は
規
制
緩
和
が

あ
る
。
事
故
や
社
会
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
規
制
緩
和
の
流
れ
を

戻
す
議
論
も
生
ま
れ
て
い
る
。
今

後
も
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

③
地
本
の
春
闘
は
、
行
動
と
職
場

の
活
性
化
が
課
題
。
行
動
は
一
発

の
も
の
で
あ
る
が
、
労
働
条
件
改

善
、
職
場
運
動
の
活
性
化
は
難
し

い
。
本
日
の
代
表
者
会
議
の
報
告
、

経
験
を
持
ち
帰
り
地
道
な
活
動
を

積
み
上
げ
て
い
こ
う
。

続
い
て
国
労
本
部
・
佐
藤
勝
雄

委
員
長
よ
り
情
勢
報
告
を
頂
い
た
。

○
佐
藤
委
員
長
報
告

①
全
国
大
会
、
拡
大
中
央
委
員
会

で
決
定
し
た
方
針
に
基
づ
い
て
、

２
０
年
目
の
解
決
を
追
求
し
て
き

た
が
年
度
末
ま
で
の
解
決
が
果
た

せ
な
か
っ
た
。

②
民
主
党
北
海
道
議
連
に
続
き
、

九
州
対
策
委
員
会
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
は
民
主
党
全
体
で
１
０
４
７

名
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た
動

き
に
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

③
「
四
党
合
意
」
以
降
の
不
団
結

を
克
服
し
関
係
修
復
が
図
ら
れ
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
へ
四
者
・
四
団
体
で
要
請

へ
、
裁
判
で
も
連
携
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。

④
連
合
を
含
む
労
組
に
趣
旨
を
理

解
し
て
頂
い
て
い
る
。
「
カ
ン
パ

箱
」
「
ア
ッ
ピ
ー
ル
」
運
動
の
前

進
等
、
裾
野
は
広
が
っ
て
い
る
。

⑤
関
係
省
庁
の
壁
が
厚
い
、
か
た

く
な
な
姿
勢
を
と
り
続
け
「
根
負

け
」
に
追
い
込
み
あ
き
ら
め
さ
せ

る
考
え
、
表
面
は
膠
着
状
態
だ
が

水
面
下
で
は
せ
め
ぎ
あ
い
が
続
い

て
い
る
。

⑥
政
治
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
、

裁
判
、
大

衆
行
動
に

つ
い
て
全

国
大
会
ま
で
総
力
を
挙
げ
闘
う
。

⑦
当
面
、
第
１
次
ゾ
ー
ン
と
し
て

５
月
２
１
日
か
ら
国
交
省
へ
の
要

請
行
動
を
展
開
す
る
。
関
係
省
庁

の
壁
に
風
穴
を
空
け
早
期
解
決
に

結
び
付
け
た
い
。

○
各
分
会
か
ら
の
報
告
【
要
旨
】

郡
山
駅
連
合

佐
藤
書
記
長

①
春
闘
期
の
取
組
み
。
執
行
委
員

会
で
分
会
春
闘
方
針
を
決
定
し
、

組
合
員
オ
ル
グ
、
現
場
長
へ
の
対

話
を
意
思
統
一
し
、
話
し
合
い
が

実
施
さ
れ
た
。
職
場
全
体
の
要
望

が
作
業
ダ
イ
ヤ
に
反
映
。
情
報
の

発
行
と
掲
示
板
の
活
用
に
他
労
組

か
ら
の
反
響
も
。

②
組
織
拡
大
の
取
組
み
。
３
月
１

３
日
小
椋
さ
ん
復
帰
、
４
月
９
日

仙
台
駅
に
配
転
さ
れ
た
保
志
さ
ん

が
加
入
。
関
係
者
の
努
力
に
感
謝

し
た
い
。
合
理
化
は
人
も
組
合
も

選
ば
な
い
、
を
再
確
認
。

③
４
分
会
交
流
を
５
月
１
２
日
に

開
催
し
た
。
年
１
回
で
は
な
く
通

年
に
渡
っ
て
開
催
し
た
い
。
６
月

２
４
日
に
は
分
会
家
族
交
流
会
を

予
定
。
交
流
を
深
め
団
結
強
化
へ
。

小
牛
田
運
輸
区

後
藤
副
分
会
長

①
春
闘
要
求
を
集
約
す
る
た
め
２

月
１
３
～
１
４
日
に
集
会
を
開
催

（
仕
事
・
安
全
総
点
検
、
職
場
環

境
問
題
、
最
近
頭
に
き
て
い
る
こ

と
、
統
一
地
方
選
、
一
人
一
要
求
）

し
、
３
月
２
８
日
に
班
長
会
議
を
。

②
現
場
長
と
の
話
し
合
い
行
動
を

３
月
２
８
日
に
行
っ
た
。
一
定
時

間
で
改
善
要
望
。
要
求
書
の
受
取

り
は
拒
否
。

③
総
括
と
課
題
。
１
月
２
６
日
の

旗
開
き
で
決
起
、
春
闘
と
統
一
地

方
選
の
流
れ
を
意
思
統
一
。
職
種

毎
の
課
題
（
合
理
化
・
安
全
問
題
）

を
全
体
・
班
集
会
で
共
有
化
（
要

求
化
）
。
職
場
の
身
近
な
問
題
を

取
り
上
げ
る
国
労
の
姿
勢
を
大
切

に
し
た
い
。

仙
総
車
体
分
会

小
松
分
会
長

①
組
合
間
差
別
を
な
く
す
る
取
組

み
。
３
月
２
日
、
会
社
施
設
の
会

議
室
で
分
会
集
会
を
開
催
。
こ
れ

ま
で
東
労
組
の
み
使
用
し
て
き
た

会
社
施
設
を
国
労
も
使
用
。
組
合

旗
使
用
不
可
な
ど
し
ば
り
も
あ
る

が
、
と
に
か
く
分
会
集
会
を
開
催

し
た
意
義
は
大
き
い
。

支
部
と
し
て
は
、
春
闘
総
決
起

集
会
と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
学
習
会

で
申
し
込
み
を
し
た
が
、
組
合
旗

や
腕
章
等
の
使
用
、
部
外
者
の
立

入
り
不
可
で
実
現
な
ら
ず
。
し
か

し
支
部
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開

催
で
は
３
日
間
の
使
用
を
認
め
た
。

ま
た
６
月
に
は
東
日
本
書
記
長

を
招
い
て
の
集
会
も
開
催
予
定
。

掲
示
板
も
見
や
す
い
場
所
へ
の

変
更
を
要
求
し
、
改
善
さ
れ
る
な

ど
他
労
組
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
。

貨
物
宮
城

阿
部
分
会
長

①
春
闘
の
取
組
み
。
１
月
に
貨
物

協
議
会
の
提
起
を
受
け
、
同
月
の

執
行
委
員
会
で
議
題
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
以
降
毎
回
、
執
行
委
員
会
で

は
具
体
的
な
行
動
の
提
起
と
実
践

に
向
け
て
の
取
組
み
を
議
論
し
確

認
。
要
求
実
現
に
向
け
全
体
集
会

で
意
思
統
一
を
図
っ
て
き
た
。

②
具
体
的
取
組
み
。
５
項
目
要
求

の
実
現
に
向
け
、
貨
物
独
自
の
集

会
は
も
と
よ
り
、
中
央
・
地
本
の

集
会
参
加
、
職
場
門
前
組
合
旗
立

て
、
チ
ラ
シ
配
布
、
社
宅
へ
の
チ

ラ
シ
配
布
、
社
長
宛
の
全
組
合
員

に
よ
る
要
請
ハ
ガ
キ
、
要
請
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
な
ど
の
行

動
や
取
組
み
。
５
項
目
要
求
で
は

組
合
員
３
１
名
で
他
労
組
・
助
役
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挨拶する太田委員長

５
月
19
日
、
地
方
本
部
は
各
支
部
・分
会
の
代
表
者
を
招
集
し
、
07
春

闘
の
中
間
総
括
会
議
を
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

07
春
闘
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
ま
た
各
支
部
や
分
会
の
取
組

み
を
報
告
し
、
学
び
合
い
な
が
ら
今
後
の
取
組
み
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

本部佐藤委員長



を
含
め
１
７
７
名
分
の
署
名
を
集

約
。

③
会
社
の
回
答
。
回
答
指
定
日
を

過
ぎ
、
結
果
と
し
て
８
年
連
続
ベ

ア
ゼ
ロ
を
通
告
。
社
員
犠
牲
の
姿

勢
を
あ
ら
た
め
て
暴
露
。
旅
客
の

仲
間
と
と
も
に
抗
議
集
会
を
開
催
。

④
中
間
総
括
。
様
々
取
組
み
を
展

開
し
た
が
、
中
々
結
果
が
出
な
い

状
況
。
格
差
が
つ
き
す
ぎ
あ
き
ら

め
に
と
い
う
声
も
あ
る
。
他
の
分

会
と
交
流
を
行
い
実
態
の
突
き
合

わ
せ
が
必
要
で
は
。
最
近
会
社
は

ス
ト
の
発
言
が
多
い
。
与
え
る
影

響
が
大
く
警
戒
し
て
い
る
の
か
、

や
は
り
ス
ト
で
闘
お
う
な
ど
。
今

後
夏
期
手
当
獲
得
の
闘
い
と
な
る
。

○
活
発
な
発
言
が
続
く

会
議
で
は
４
氏
か
ら
の
報
告
を

受
け
全
体
討
論
を
行
っ
た
。
仙
台

電
力
立
山
分
会
長
、
郡
山
工
場
支

部
橋
本
委
員
長
、
仙
台
駅
連
昆
野

書
記
長
、
仙
台
建
築
佐
藤
分
会
長
、

仙
総
支
部
原
子
書
記
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
機
関
と
し
て
の
取
組
み
が
報

告
さ
れ
、
最
後
に
大
沼
書
記
長
が

ま
と
め
た
。

○
本
日
の
代
表
者
会
議
の
目
的
は
、

職
場
の
春
闘
を
集
約
す
る
こ
と
。

そ
の
報
告
、
経
験
を
皆
さ
ん
が

支
部
、
分
会
に
持
ち
帰
り
総
括
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
な
目
的
。

先
進
的
な
取
組
み
に
学
ぶ
こ
と

は
重
要
だ
が
、
地
方
本
部
が
求
め

て
い
る
こ
と
は
現
場
長
と
の
対
話

活
動
を
全
体
が
取
り
組
む
こ
と
、

全
体
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

地
方
本
部
の
役
割
は
、
分
会
等

で
の
取
組
み
を
実
行
し
や
す
く
環

境
整
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

○
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

仕
事
の
悩
み
や
問
題
が
ほ
と
ん
ど
。

国
労
は
国
労
の
仲
間
だ
け
が
働

き
や
す
く
な
れ
ば
い
い
と
運
動
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
社
員

を
視
野
に
入
れ
た
現
場
長
と
の
対

話
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

広
が
り
は
作
ら
れ
て
き
て
い
る
。

「
社
員
有
志
」
が
不
十
分
な
の
か
、

今
後
も
分
会
で
議
論
し
て
ほ
し
い
。

○
貨
物
の
厳
し
い
経
営
環
境
、
旅

客
会
社
と
の
格
差
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
格
差
は
貨
物
、
旅
客
の
関

係
だ
け
で
は
な
く
社
会
的
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
環
境
、
条
件
の

違
い
の
中
で
も
共
通
す
る
課
題
は

あ
る
。
貨
物
の
夏
季
手
当
は
こ
れ

か
ら
始
ま
る
、
全
体
で
支
え
て
い

こ
う
。

○
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
確
認

し
た
。
地
方
大
会
を
９
月
２
９
～

３
０
日
、
茂
庭
荘
で
開
催
す
る
。

提
起
し
た
各
課
題
に
つ
い
て
大

会
ま
で
精
一
杯
取
り
組
も
う
、
地

方
本
部
は
そ
の
先
頭
で
奮
闘
す
る
。

５
月
２
１
日
、
こ
く
ろ
う
会
館

に
お
い
て
仙
台
駅
連
合
分
会
所
属

の
保
志
正
義
さ
ん
の
国
労
加
入
歓

迎
会
が
開
催
さ
れ
た
。

既
に
組
織
部
速
報
で
周
知
さ
れ

て
い
る
が
、
保
志
さ
ん
は
郡
山
宅

配
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
仙
台
駅

に
配
転
と
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き

所
属
し
て
い
た
組

合
の
対
応
に
失
望

し
て
組
織
を
脱
退
、

そ
の
後
郡
山
と
仙
台
の
仲
間
の
励

ま
し
と
支
え
の
中
で
国
労
に
加
入

し
た
。

歓
迎
会
の
中
で
保
志
さ
ん
は

「
組
合
員
の
遠
隔
地
へ
の
転
勤
と

い
う
重
大
な
問
題
に
対
し
、
組
合

は
横
柄
な
態
度
に
終
始
し
、
失
望

と
怒
り
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
国

労
の
仲
間
と
共
に
頑
張
り
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

当
日
は
郡
山
駅
連
合
分
会
か
ら

も
多
く
の
仲
間
が
激
励
に
駆
け
つ

け
、
過
日
復
帰
し
た
小
椋
さ
ん
も

元
気
な
顔
を
見
せ
て
い
た
。
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お
詫
び
と
訂
正

国
労
せ
ん
だ
い
２

４
９
５
号
で
1
面
上

部
囲
み
内
で
、
長

野
チ
ー
ム
が
2
連

覇
・・と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
く
は

東
京
Ｂ
チ
ー
ム
が
優

勝
で
す
。
こ
こ
に
訂

正
し
お
詫
び
致
し

ま
す
。

５
月
１
２
日
、

新
庄
市
内
に
お
い

て
、
国
労
秋
田
地

方
本
部
と
国
労
山

形
県
支
部
と
の
交

流
会
が
開
催
さ
れ

た
。
同
支
部
で
は
分
割
民
営
化

前
後
に
秋
田
か
ら
強
制
配
転
を

さ
れ
た
組
合
員
が
多
く
存
在
し
、

今
な
お
転
勤
希
望
地
を
秋
田
に

求
め
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な

い
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

秋
田
へ
の
転
勤
希
望
が
叶

う
ま
で
、
共
に
支
え
あ
い

励
ま
し
合
お
う
と
始
ま
っ

た
こ
の
取
り
組
み
は
、
今

回
で
３
回
目
。

会
は
新
庄
地
区
協
議
会

若
野
議
長
の
司
会
で
開
会

し
、
主
催
者
代
表
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
山
形

県
支
部
原
田
委
員
長
は
「
山
形
、

秋
田
と
場
所
を
変
え
会
を
重
ね

る
ご
と
に
参
加
者
が
多
く
な
っ

て
お
り
喜
ば
し
い
。
こ
の
間
、

職
場
ご
と
に
組
合
員
が
分
断
さ

れ
、
交
流
が
少
な
く
な
る
中
で

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
以
前

は
危
険
な
箇
所
が
あ
れ
ば
系
統

を
超
え
て
も
『
一
声
』
掛
け
て
、

未
然
に
事
故
を
防
い
で
き
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
国
労
の
存

在
意
義
は
大
き
い
。
要
求
実
現

に
向
け
て
今
後
も
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
く
」
と
挨
拶
。

秋
田
地
本
か
ら
瀬
下
委
員
長
、

仙
台
地
本
か
ら
橋
本
副
委
員
長

も
参
加
、
久
し
振
り
に
仲
間
と

再
会
し
た
組
合
員
は
大
い
に
語

り
合
い
、
会
は
盛
況
の
う
ち
幕

を
閉
じ
た
。


